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中 国 語 中国人の作文 正しい日本語

















































































































































































































































































































































































































































0.58 1B.88 2B.BB 38.的 48.80【H C)
が費やされ､コンピュータが精密で迅速であるが
ゆえに､理想的な環境でデータを獲得することの
難しさが実感された｡視線の動きが､図1のよう
に定量化されたことは､科学的な分析という点で
は大きな一歩であったが､練習後に､視線が下の
方 (字幕の方に)に頻繁に動いているということ
が､理解過程において何を意味するかについては
実証されていない｡
人間の手作業では計れない細かいデータは､人
間が解釈しきれないデータであることもある｡実
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験後､被験者に ｢字幕あるいは映像にどのぐらい
頼ったか｣を尋ねた方が､案外､正確な分析がで
きるのかもしれない｡パソコンで分析されたデー
タの客観性について再考する必要があるというの
が､今回の実験の反省点である｡
次の発表 ｢教育の方法および技術における英語
映画を用いた教材研究｣(益谷､1994)は､学生に､
英語映画を素材に､パソコンを使って学習のコー
スウェアを設計させ､マイクロティーチングを行
わせた授業の実践報告であった｡映画の一部を取
り出し､英語字幕を利用して､その内容理解とセ
リフの聞き取りの練習問題をパソコン上で作成す
るという課題である｡映像をパソコンに取り込む､
コースウェア作成に使用するアプリケーションソ
フトに慣れるといった作業に多くの時間が費やさ
れた｡一応の体裁は整っているので､学生の達成
感は満たされるが､練習問題の内容が稚拙である
という批判が会場から上がった｡
｢英語ヒアリング学習用CAIにおける映像情報の
掲示効果に関する研究｣(高橋､1994)は､CAIシ
ステムを開発する際の効果的な映像情報の提示法
に関する基礎的研究である｡映像情報と聞き取り
の難易度との関係を考察している｡対話､報道､
講義､インタビューの4つの素材を使って､映像
情報量に変化をつけた｡自由筆記型テストの結果､
映像情報量が多いほど内容理解度が高いという相
関が出た｡科学的かつ精微な手順を踏んでいる実
験であるという印象を受けた｡映像情報量は､NT
CS信号をRBG信号にAD変換してパソコンに取り
込み､フレームごとの変化量を求めるという方法
をとっていた｡しかし､この方法はどのような画
像であるかの情報の質､とくに内容との関連性が
考慮されていない､性質の違う内容の難易度がコ
ントロールされていないなどの指摘がされた｡こ
の研究の中心課題は､映像情報を科学的に数量化
することであったことは､発表内容のこの課題に
対する比重から察することができるが､やはり､
パソコン処理の限界が､このような指摘につながっ
たと思われる｡
今後､コンピュータと関連機器は､より高度な
技術を持ち､データの定量化が進み､より科学的
な実験が可能になっていくと思われる｡しかし､
人間の解釈､意味づけとは ｢相対｣的である｡コ
ンピュータのデータが意味するものは何か､どの
ように応用すべきか､今後の研究課題に加えなけ
ればいけない一項目である｡
国際情報通信網INTERNETの利用と情報収集
世界中のどこでどのような新しい研究 (成果)
が発表されているのか､他国の状況はどうなのか､
自分の行っている研究課題はその中でどのような
位置づけがなされるのかといったことに､私は研
究者の一人として常に興味､関心がある｡たとえ
ば国内の動向は学会､研究会に出席すれば､それ
なりに情報が得られる｡ところが､海外の情報に
ついては､そう頻繁に学会に出席も出来ず､また
出席できたとしても多くの発表を聞く時間もない
のが現実であり､プロシーティングも常に手には
いるとは限らない｡このようにややもすると情報
外国語学部 保崎 則雄
の収集､発信に手間取り､折角新しい研究課題に
着手してもなかなか貢献できないという事態が生
じ易い｡国際共同研究も手紙のやりとりでは参加
しずらい｡これはまさにシャーロックホームズの
世界の通信手段を現代人がどのように受けとめる
かに似ている｡
コンピュータを利用した情報通信ネットワーク､
INTERNEではこの点､利用の仕方によっては非
常に便利であり､利用者数は世界で2000万人とも
3000万人とも言われる｡実は私も昨年4月よりこ
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のネットワークに参加し､電子メール (E-mail)
を中心に情報収集､交換を行い､授業でも部分的
に活用している｡敷設､加入の手続きについては
情報処理センターに譲るとして以下､利用者とし
て気がついた点を述べる｡
まず研究室から簡単にアクセスできるのがよい｡
端末としてのコンピュータはたとえすぐ隣の部屋
にあったとしても､日常的な利用からはかなり疎
遠になる｡利用時における空間的距離は心理的距
離に級数的に比例すると思ってまちがいない｡手
の届くところにあるメディアを通じて地球の反対
側に手紙を送ることが出来るという利点は､何物
にも替え難い｡
今のところ利用料金が個人負担にならず､既に
敷設してある設備を主に使用するということで大
学負担になっているのが現実である｡今後の利用
頻度の拡大でこれについては変化を見るかも知れ
ないが､いずれにしても神大規模の高等教育研究
機関においては､情報収集､発信手段は安価に利
用出来なければ意味がない｡
送信後､返事がくるまでにせいぜい時差分ぐら
いしか時間がかからないのも長所である｡実際に
は､送った時点でホストコンピュータに入力され
るので､返事待ちの時間は､読み手側がどの程度
頻繁にメールボックスを覗くかということにつき
る｡つまり頻繁に研究棟などにあるメールボック
スをチェックする人には便利なシステムである｡
誰かが情報を送ったことはコンピュータのスイッ
チを入れない限り分からず､この点が郵便と違う｡
自分で情報を取りにいくということは必要である｡
最後に､通信はほとんど英語でやりとりがなさ
れるというのが現実である｡日本語でもできるが､
この分野､この目的では日本語は不自由である｡
但し､INTERNETを利用した外国語教育というこ
とは､以前より私が提唱している電話利用の語学
教育を発展させたものとして現実的には考えられ
る｡今後語学教育のみならず､大学経営面でのプ
ロジェクトとして真剣に取り組む価値､必要性が
あろう｡
以上の特徴は若葉マークの-利用者が一年ほど
利用してみた結果である｡興味のある方は楽しく
もあるので､是非利用してみるとよいであろう｡
余談ではあるが､日常私は､私信については縦書
きの自筆で出す｡自分なりに使い分けるようにし
ている｡
情報を集めるという姿勢が変わるということも
特徴であろう｡従弟制度的な師匠弟子というよう
な縦のつながりは多少なりとも変化する｡つまり
横並びになり､逆転する可能性もある｡
それなりの倫理感が要求される｡モラルについ
ては新しいメディアが開発される度に叫ばれるが､
このINTERNETにおいてもいわゆる情報の垂れ流
し､盗用､違法管理などの点で良識は要求される｡
多くの場合現在の法制度には現実的取締は期待で
きないので､自己管理規制能力が基盤となる｡
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